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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期
第３四半期
連結累計期間

第55期
第３四半期
連結累計期間

第54期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日

自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高（千円） 6,939,432 6,914,629 9,074,833

経常利益（千円） 87,380 129,506 106,886

四半期（当期）純利益（千円） 56,437 80,170 65,274

四半期包括利益又は包括利益　　（千

円）
52,429 80,486 62,303

純資産額（千円） 2,226,396 2,272,660 2,236,270

総資産額（千円） 4,234,256 4,321,146 3,955,077

１株当たり四半期（当期）純利益　

金額（円） 
3.84 5.45 4.44

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 52.5 52.6 56.5

　

回次
第54期
第３四半期
連結会計期間

第55期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日

自　平成24年10月１日
至　平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 0.42 3.00

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

        ３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

　

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当社グループの四半期連結財務諸表は、我が国において一般に公正妥当と認められる会計基準に基づき作成されて

おります。当第３四半期連結会計期間の末日現在において、特に重要な会計方針及び見積りに関する事項として説明

を要する事項は以下の通りであります。

　

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、長期化する円高とデフレ基調からの脱却が進まないなか、

政府の金融緩和政策が継続実行されつつあるものの、これらの成果が国内実体経済に波及するかは見極め難く、

来年実施の消費税増税の心理ストレスもあり、個人消費は減退傾向にあります。国外においてはユーロ圏の信用

不安の継続と、新興国経済の成長鈍化によるグローバルな経済不安に加えアジア近隣諸国との関係悪化も相まっ

て、対外経済環境は不確実性が色濃く内在しております。

このような経営環境のもと当社グループの主力販売商品であるカーケア関連商品の販売先でありますサービ

スステーション（略称：SS）業界においては、自動車燃料販売以外の収益確保策の業態転換に伴いカーケア関連

用品の販売機会が縮小しました。これに対し当社は、「MURAKIプラス」による付加価値商品の提案、さらには

「MURAKIプラス」の完成形ともいえる最大且つ喫緊の課題であったトータルカーライフサポートビジネスに対

応すべく、今まで当社の未開拓領域であった部品事業に光をあて、双璧と成る部品販売事業の立ち上げに着手し

ました。これにより安定した売上高と利益の確保が実現可能となりました。

具体的には地域大手部品卸売会社との業務提携締結による第一部品事業と、全国大手部品卸売会社との売買契

約締結により全国展開を可能にした第二部品事業であります。第一部品事業は、当社が過去に克服しきれなかっ

た分野を地域大手部品卸売会社と業務提携することで相互が大きな強みを得たことに意義があります。従来より

カーケア関連用品事業と部品事業は相容れない位置づけにあったものを、当社はその壁を打払い全国8,000以上

の既存顧客に必ずや満足頂ける全方位型の新たなサービスを確立しました。これはまさに当社が目指すトータル

カーライフサポートビジネスの至論であり、同時に新しい潜在市場を獲得するにいたりました。

現在、第一部品事業におきましては首都圏支店・南関東支店・北関東支店で８社（１月締結３社を含む）の地

域大手部品卸売会社と業務提携の契約を完了しており、第二部品事業におきましては全国大手部品卸売会社との

売買契約を締結し、既に支持を得た1,000SS以上の顧客とのビジネス拡大の具現化に成功しました。

この部品販売事業は来期以降、従来のカーケア関連商品販売事業と共に基柱、両輪と位置づけ全国スケールで

の対応を加速させることで更なる収益性を高めてまいります。

このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間の業績は売上高 6,914百万円（前年同期比 0.4％減）とな

りました。

収益面におきましては、売上総利益は 1,852百万円（前年同期比 2.1％減）。販売費及び一般管理費は、基幹シ

ステム入替による減価償却費が増加したものの、人件費及びその他の経費の削減により 67百万円減少し、営業利

益は 85百万円（前年同期比 46.3％増）、経常利益 129百万円（前年同期比 48.2％増）、法人税等 41百万円を

計上し、四半期純利益は 80百万円（前年同期比 42.1％増）となりました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

主力事業である「カーケア関連商品販売」事業につきましては、上記要因から売上高は 6,748百万円（前年同

期比 1.0％減）セグメント利益は 90百万円（前年同期比 50.9％増）となりました。「その他」につきまして

は、売上高は 249百万円（前年同期比 8.5％増）セグメント損失は 10百万円（前年同期のセグメント損失３百

万円）となりました。
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（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針（以下、基本方針とい

　　う。）を定めており、①基本方針の内容、②不適切な支配の防止のための取組み、③不適切な支配防止のため

　　の取組みについての取締役会の判断は次のとおりです。

　　　①基本方針の内容

　　　　当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値の源泉を理解し、当社が企業価値ひい

ては株主共同の利益を継続的かつ持続的に確保し、向上させることを可能とする者である必要があると考えて

おります。

　　　　当社は株式の大量の買付であっても、当社の企業価値及び株主の皆様の共同の利益に資するものであれば、これ

を否定するものではありません。また、会社の支配権の移転を伴うような大量の株式の買付提案に応じるか否か

の判断は、最終的には株主の皆様の総意に基づき行われるべきものと考えております。

　　　　しかし、株式の大量の買付行為の中には、その目的等から見て企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益に対す

る明白な侵害をもたらすもの、株主の皆様に株式の売却を事実上強要するおそれのあるもの、対象会社の取締役

会や株主の皆様が株式の大量買付について検討し、あるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十

分な時間や情報を提供しないものなど、対象会社の企業価値及び株主の皆様の共同の利益に資さないものも少

なくありません。

　　　　当社にとっては、お客様との強い絆の維持が当社の成長を支えており、また、今後の成長を支え続けるものであり

ます。ひいては、株主の皆様の利益に繋がるものであると確信しております。こうしたお客様との強い絆が当社

の株式の買付を行う者により中長期的に確保され、向上させられるものでなければ、当社の企業価値及び株主共

同の利益は毀損されることになります。

　　　　当社としては、このような当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さない当社株式の大量買付を行う者は、

当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であり、このような者による当社株式の大量買付

に対しては必要かつ相当な対抗をすることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保し、向上させ

る必要があると考えております。

　　　②不適切な支配の防止のための取組み

　　　　当社の財務及び事業の決定に関する支配権の交代を意図して、株式の大量取得行為を行おうとする者（以下「買

付者」といいます。）が出現した場合には、当社取締役会は買付者から詳細な情報を収集して、これらを株主の

皆様へ開示するとともに、かかる大量取得行為が当社の企業価値及び株主共同の利益の確保・向上の観点から

望ましくないものと判断する場合には、当該大量取得行為に係る提案と当社取締役会が作成する代替案の、どち

らを選択すべきかを株主の皆様に直接お伺いすることが、当社の企業価値と株主共同の利益を確保・向上させ

るための最善の方策だと当社は考えます。

　　　　当社はこの考え方に基づき、当社株式の大量取得行為に関する対応策（買収防衛策）を制定しました。

　　　　本買収防衛策の詳細につきましては、インターネット上の当社ウェブサイト

　　　　（URL　http://www.muraki.co.jp/）で公開しております。　

　　　③不適切な支配防止のための取組みについての取締役会の判断

　　　　当社の買収防衛策は、買付者の提案と当社取締役会が作成する代替案の、どちらが当社の企業価値及び株主共同

の利益の確保・向上に結びつくかを、株主意思確認総会等を開催して、株主の皆様に直接決めていただく仕組み

になっておりますので、当社取締役会としては基本方針に沿うものであると判断しております。また、株主の皆

様に直接お伺いするということは、株主の皆様の利益を最優先に尊重するものであり、当社役員の地位の維持・

保全を目的とするものでないと考えております。

 

（３）研究開発活動

 　　 該当事項はありません。　
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（４）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は 4,321百万円（前連結会計年度末比 366百万円増）うち純資産は

2,272百万円（前連結会計年度末比 36百万円増）となりました。

資産の部における項目増減は、流動資産 405百万円の増加、固定資産 38百万円の減少となりました。主な原因

は次のとおりです。流動資産は、現金及び預金の増加 159百万円、売掛債権の増加 261百万円、商品在庫の減少 43

百万円、流動資産のその他の増加 25百万円等によるものです。固定資産は、有形固定資産の減少 25百万円、無形

固定資産の減少 14百万円等によるものです。

負債については、流動負債の増加 294百万円、固定負債の増加 35百万円で、流動負債の増減内訳は、仕入債務の

増加 290百万円、１年以内償還予定社債の増加 49百万円、短期借入金の減少 37百万円。固定負債は、長期借入金

の減少 40百万円、社債の増加 84百万円、退職給付引当金の減少 12百万円等によるものです。

尚、当第３四半期連結会計期間において新たに150百万円の社債を発行しております。流動負債における１年以

内償還予定社債及び固定負債における社債の増加はこれによるものです。

EDINET提出書類

ムラキ株式会社(E02836)

四半期報告書

 5/19



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発行数

（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,700,000 14,700,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　

（スタンダード）

単元株式数

1,000株　

計 14,700,000 14,700,000 ─ ─

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成24年10月１日～

　平成24年12月31日　
－　 14,700,000 －　 1,910,700 － 88,604

　　

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　14,695,000 14,695 －

単元未満株式 普通株式　 　　5,000 － －

発行済株式総数 14,700,000 － －

総株主の議決権 － 14,695 －

　（注）単元未満株式数には、当社所有の自己株式924株が含まれております。  

 

②【自己株式等】

　 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　ムラキ株式会社
東京都多摩市関戸

二丁目24番地27
－ － － －

　計　 　－　　 － － － －

　

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、リンクス有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,026,654 1,186,467

受取手形及び売掛金 ※2
 1,032,627

※2
 1,293,996

商品及び製品 640,447 597,227

その他 71,245 96,264

貸倒引当金 △4,131 △2,067

流動資産合計 2,766,842 3,171,889

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 775,203 771,103

減価償却累計額 △662,908 △670,005

建物及び構築物（純額） 112,295 101,097

機械装置及び運搬具 31,808 30,298

減価償却累計額 △24,846 △25,705

機械装置及び運搬具（純額） 6,962 4,593

土地 438,325 438,325

リース資産 2,875 2,875

減価償却累計額 △1,581 △2,012

リース資産（純額） 1,293 862

その他 172,616 171,475

減価償却累計額 △138,994 △149,121

その他（純額） 33,622 22,353

有形固定資産合計 592,499 567,232

無形固定資産 92,990 78,010

投資その他の資産

投資有価証券 45,095 45,411

差入保証金 399,407 381,594

その他 79,346 94,781

貸倒引当金 △21,103 △17,774

投資その他の資産合計 502,745 504,013

固定資産合計 1,188,234 1,149,257

資産合計 3,955,077 4,321,146
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 817,216

※2
 1,107,500

1年内償還予定の社債 33,000 82,500

1年内返済予定の長期借入金 163,200 166,750

短期借入金 45,800 8,000

リース債務 602 627

未払法人税等 46,935 44,461

賞与引当金 18,000 9,003

その他 91,956 92,076

流動負債合計 1,216,711 1,510,918

固定負債

社債 50,500 134,500

長期借入金 122,000 81,300

リース債務 778 304

退職給付引当金 299,543 287,107

役員退職慰労引当金 10,240 18,336

その他 19,033 16,019

固定負債合計 502,095 537,567

負債合計 1,718,806 2,048,486

純資産の部

株主資本

資本金 1,910,700 1,910,700

資本剰余金 88,604 88,604

利益剰余金 244,534 280,608

自己株式 △208 △208

株主資本合計 2,243,631 2,279,704

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △7,360 △7,044

その他の包括利益累計額合計 △7,360 △7,044

純資産合計 2,236,270 2,272,660

負債純資産合計 3,955,077 4,321,146
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 6,939,432 6,914,629

売上原価 5,046,636 5,061,794

売上総利益 1,892,796 1,852,834

販売費及び一般管理費

報酬及び給料手当 835,211 807,693

賞与引当金繰入額 9,000 9,003

役員退職慰労引当金繰入額 6,367 8,096

賞与 37,537 19,090

その他 946,056 923,175

販売費及び一般管理費合計 1,834,173 1,767,058

営業利益 58,623 85,776

営業外収益

受取利息 1,013 1,743

仕入割引 32,864 44,247

その他 8,380 14,394

営業外収益合計 42,259 60,385

営業外費用

支払利息 5,158 6,730

手形売却損 4,144 2,654

社債発行費償却 1,959 2,938

その他 2,239 4,331

営業外費用合計 13,502 16,655

経常利益 87,380 129,506

特別損失

固定資産除却損 ※1
 623

※1
 7,422

その他 － 452

特別損失合計 623 7,874

税金等調整前四半期純利益 86,756 121,631

法人税、住民税及び事業税 30,318 41,461

法人税等合計 30,318 41,461

少数株主損益調整前四半期純利益 56,437 80,170

四半期純利益 56,437 80,170
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 56,437 80,170

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,008 316

その他の包括利益合計 △4,008 316

四半期包括利益 52,429 80,486

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 52,429 80,486

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

当社グループは、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有

形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微

であります。

　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１．受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形割引高 240,325千円 208,893千円

　

※２．四半期連結会計期間末日満期手形 

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日で

したが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額

は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 62,593千円 53,593千円

支払手形　 21,231 19,135

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１.　固定資産除却損の内訳は、次の通りであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

建物及び構築物 －千円 3,710千円

機械装置及び運搬具 623 750

電話加入権　 － 2,961

計　 623 7,422
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。　

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

減価償却費 17,489千円 34,127千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）　

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 29,398 2  平成24年３月31日 平成24年６月27日利益剰余金

平成24年10月25日

取締役会
普通株式 14,699 1  平成24年９月30日 平成24年12月10日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　　　　　

　

報告セグメント
調整額

（注１）　

四半期連結

損益計算書

計上額　　（注

２）

カーケア関連

商品販売
その他 計

　売上高 　 　 　 　 　

 (１)外部顧客への売上高 6,818,359121,0736,939,432 －　 6,939,432

 (２)セグメント間の内部

売上高又は振替高
47 108,421108,469(108,469) －　

計 6,818,407229,4997,047,902(108,469)6,939,432

セグメント利益又は損失

（△）
59,866△ 3,107 56,759 1,864 58,623

　　　（注）１．セグメント利益の調整額1,864千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っておりま

　　　　　す。

　　　３．「その他」の区分には、「自動車販売及び整備」「看板・チラシ等の販促物の企画・製作」

　　　　　「保険・旅行の代理業務」等を含んでおります。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　　　　　

　

報告セグメント
調整額

（注１）　

四半期連結

損益計算書

計上額　　（注

２）

カーケア関連

商品販売
その他 計

　売上高 　 　 　 　 　

 (１)外部顧客への売上高 6,748,568166,0606,914,629 －　 6,914,629

 (２)セグメント間の内部

売上高又は振替高
18 82,965 82,984(82,984) －　

計 6,748,587249,0256,997,613(82,984)6,914,629

セグメント利益又は損失

（△）
90,369△ 10,29980,070 5,706 85,776

　　　（注）１．セグメント利益の調整額5,706千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っておりま

　　　　　す。

　　　３．「その他」の区分には、「自動車販売及び整備」「看板・チラシ等の販促物の企画・製作」

　　　　　「保険・旅行の代理業務」等を含んでおります。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 3円84銭 5円45銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 56,437 80,170

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 56,437 80,170

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,699 14,699

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　平成24年10月25日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

　(イ）配当金の総額………………………………………14,699千円

　(ロ）１株当たりの金額…………………………………1円00銭

　(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年12月10日

　（注）  平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月12日

ムラキ株式会社

取締役会　御中

リンクス有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 舩津　雅弘　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川邉　慎太郎　　印

  

  

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているムラキ株式会社の

平成24年4月1日から平成25年3月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（平成24年10月1日から平成24年12月

31日まで）及び第3四半期連結累計期間（平成24年4月1日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任 

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論 

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ムラキ株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

 

利害関係 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

                                                                                                  　　　以上

　

（注）　　１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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